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１．障害者手帳について

（１） 療育手帳 （「愛の手帳」）

（２） 身体障害者手帳

（３） 精神障害者保健福祉手帳



(1) 療育手帳（愛の手帳）

対 象 言葉や発達に遅れ（知的障害の判定）のある方 

障害程度 

※76～91の範囲で特例あり 

 

IQ20以下 IQ21～35 IQ36～50 IQ51～75 

Ａ１ 

（最重度） 

Ａ２ 

（重度） 

Ｂ１ 

（中度） 

Ｂ２ 

（軽度） 

必要書類 本人の写真（たて４cm×よこ３cm） 

備 考 

手帳の交付には児童相談所の判定が必要。ただし、手帳申請時点で、療育センターか特

別支援教育総合センターで１年以内の心理評価資料がある場合には、その資料で判定が

可能。2年毎に更新手続きの為、再判定が必要。 

 

 

 

 

 

≪判定機関≫ 

≪申請窓口≫ 
検査結果照会 

区役所 療育センター 

特総センター 

児童相談所 



(2) 身体障害者手帳
対 象 身体機能に永続する障害をもつ方 

障害等級 障害の程度によって１級から６級までに認定 

必要書類 「本人の写真」と指定医師が作成した「身体障害者診断書」等 

備 考 療育センターで作成できるのは、肢体不自由と聴力に関する診断書となります。 

 

(3) 精神障害者保健福祉手帳
対 象 精神疾患を有する方のうち、長期にわたり日常生活や社会生活に制約がある方 

障害等級 障害の程度によって１級から３級の範囲で認定 

必要書類 「本人の写真」と主治医が作成した精神障害者保健福祉手帳用の「診断書」等 

 



手帳の申請窓口

いずれの手帳も申請窓口は、

区役所（福祉保健センター）です。



愛の手帳で利用できる制度の例





２．諸手当／
訓練介助器具助成制度について

（１） 諸手当

（２） 訓練介助器具制度



(１) 諸手当
制度名 要    件 備  考 

特別児童扶養手当 

〈目安〉知的障害又は身体障害により日常生活に

おいて常に介護を必要とする方 

＊身体障害はおおむね手帳１～３級と４級の一部の方と 

愛の手帳Ａ１～Ａ２の方は診断書を省略できる場合が

あります。 

 

手当用診断書 

にて判定 

支給は４・８・11 月 

神奈川県在宅 

重度障害者等手当 

１．次のうち２つ以上に当てはまる方 

①身体障害者手帳１級又は２級の方 

②愛の手帳（療育手帳）Ａ１又はＡ２相当の状態

にあると判定された方 

③精神障害者保健福祉手帳１級の方 

２． 障害児福祉手当又は特別障害者手当ての支

給を受けている方 

申請期間 

８月１日～ 

９月１０日迄 

障害児福祉手当 

〈目安〉・身体障害者手帳１･２級程度の方 

・知的障害のある方（知的指数２０以下） 

等 

 

手当用診断書 

にて判定 

 

 

＊所得要件あり



（２）訓練・介助器具の購入 作成費の助成

器具の作成や購入にかかる経費の３分の２（限度額37,800円。

物品によって限度額が異なる）を横浜市が助成。

【対象】訓練・介助器具の作成・購入によりその効果がある

と認められる18歳未満の方

【種目】訓練器具、自助具、介助用具

【窓口】横浜市総合リハビリテーションセンター、

地域療育センター

県立こども医療センター・横浜療育医療センター・

横浜医療福祉センター港南・サルビア

小児療育相談センターの処方箋を使用した眼鏡の申請については、

小児療育相談センターで申請可。

※物品購入前の申請が必要です。

      事前に担当ソーシャルワーカーにご相談ください。



３．地域活動ホーム（一時ケア等）、
児童発達支援事業所

（１）社会福祉法人型地域活動ホーム

（２）機能強化型地域活動ホーム

（３）児童発達支援事業所



（１）社会福祉法人型地域活動ホーム
事 業 名 事 業 内 容 

相談支援事業 活動ホームの活用を含めた地域生活の総合的な相談，関係機関との連絡調整 

生
活
支
援
事
業 

ショートステイ 家族等が入院・出産等のため介助を行えない場合や休養が必要な場合に、宿泊して介助 

一時ケア 家族等が通院・各種行事参加等のため介助を行えない場合や休養が必要な場合に、日中の数時間介助 

おもちゃ文庫 遊びを通して機能訓練を行ったり、交流の機会を提供 

余暇活動支援 余暇活動のプログラム提供 

地域交流事業 地域の団体・グループ等への地域交流室の貸し出し、イベントの実施等 

 

各区に1か所ずつ



■鶴見区
つるみ地域活動ホーム「幹（みき）」 （運営法人：社会福祉法人 大樹） 

所在地・連絡先 北寺尾４-２１-２０  ☎５８５-９２４６ 

生活支援事業 こんな時に… 利用時間 年齢制限 利用料 

一時ケア 通院・買い物・学校行事等 9:00～21:00 ４歳以上～ 300 円／1 時間 

ショートステイ 冠婚葬祭・旅行・レスパイト等 17:00～9:00 小学生以上～ 2,200 円／1泊 

 

■神奈川区
かながわ地域活動ホーム「ほのぼの」 （運営法人：社会福祉法人 若竹大寿会） 

所在地・連絡先 神大寺２-２８-１９    ☎４９１-２１４１ 

生活支援事業 こんな時に… 利用時間 年齢制限 利用料 

一時ケア 通院・買い物・学校行事等 9:00～20:00 概ね 3 歳以上～ 300 円／1 時間 

ショートステイ 冠婚葬祭・旅行・レスパイト等 17:00～9:00 概ね小学生以上~ 2,200 円／1泊 

 

■港北区（参考）※居住区外のホームでも利用可能です。

しんよこはま地域活動ホーム：港北区大豆戸町518-６ ５３１-４４００



(２) 機能強化型地域活動ホーム

内 容 
地域作業所や地域訓練会の活動場所であった従来型の活動ホームから「地域活動の場」へ

転換。生活支援事業を開始。 

生活支援事業 一時ケア・ショートステイ・余暇活動支援・おもちゃ文庫（*ホームによる） 

神奈川区 
◎神奈川区福祉活動ホーム（神奈川区立町） ☎434-3748 

◎たんまち福祉活動ホーム（神奈川区反町） ☎322-9583 

鶴見区 
◎障害者地域活動ホームふれあいの家（鶴見区生麦）☎504-0876 

◎障害者地域活動ホームもとみや（鶴見区元宮）    ☎585-3664 

 



（３）児童発達支援事業所

日常生活における基本的な動作を習得したり、集団生活に適応するた
めの訓練など個別の療育プログラムを個別支援計画に基づき提供しま
す。未就学の障害児および学籍のない18歳未満の障害児が対象です。

 

対 象 在宅の身体障害児、知的障害児、精神障害児、発達障害児等   

費 用 
原則１割負担（利用上限額あり）  

＊満３歳になって初めての４月１日から３年間は、無償化の対象です。 

実施施設 児童発達支援事業所 

窓 口 各区の福祉保健センター  

※「児童発達支援」・「放課後等デイサービス」を利用する際には「障害児通
所受給者証」が必要です。手続きが必要ですので、あらかじめお住まいの区の
福祉保健センター（区役所）へご相談ください。



横浜市のホームページから一覧がダウンロードできます。



４．預かりについて

（１）施設等の一時利用

（２）横浜子育てサポートシステム



（１）施設等の一時利用

事業名 内       容 費  用 窓  口 

・短期入所事業 

・日中一時支援事業 

家族のレスパイト等で一時的に施設や病

院を利用して過ごす（入所 or日中数時間） 
原則１割負担＋実費 

各区 

福祉保健センター 
緊急一時保護制度 

介護者が介護を行えなくなったときに病

院への入所、介護人派遣をうける 

【実施施設】 

◆国際親善総合病院（泉区西が岡） 

原則 1 割負担額 

＋実費 

 



(２)横浜子育てサポートシステム

内  容 提供会員の自宅でお子さんの預かり・保育園や幼稚園への送迎などを行う。 

対  象 利用会員：市内在住で、生後５７日以上から小学校６年生までのお子さんをお持ちの方 

利用料金 １時間 800～900円（交通費等実費分は利用会員の自己負担） 

窓  口 

（支部事務局） 

＊神奈川区地域子育て支援拠点「かなーちえ」 ☎４４１-７７０８ 東部療育ビル３F    

＊鶴見区地域子育て支援拠点「わっくんひろば」☎５８２-７６１０ 

 



５．学齢児の放課後支援

（１）放課後等デイサービス

（２）横浜市放課後児童育成事業
・放課後キッズクラブ

・放課後児童クラブ（学童保育）



（１）放課後等デイサービス
 対 象 特別支援学校または個別支援学級に在籍している児童等 

内 容 
学校授業終了後または休業日に、生活能力向上のために必要な支援や余暇の提供などを

個別支援計画に基づき提供します。 

費 用 原則１割負担（利用上限額あり）  

実施施設 放課後等デイサービス 

窓 口 各区の福祉保健センター  

※「児童発達支援」・「放課後等デイサービス」を利用する際には「障害児通
所受給者証」が必要です。手続きが必要ですので、あらかじめお住まいの区の
福祉保健センター（区役所）へご相談ください。



（２）横浜市放課後児童健全育成事業



６．学校関係の相談窓口

（１）横浜市特別支援教育総合センター

（２）教育総合相談センター

（３）学校生活あんしんダイヤル



（１）横浜市特別支援教育総合センター

特別な支援教育を必要とする児童・生徒及び次年度就学予定児（年長児）につい
て、指導主事、教育相談員、心理判定員、理学療法士、作業療法士などが関わり
、相談に応じています。

横浜市特別支援教育 

総合センター 

所在地 連絡先 最寄駅 

保土ヶ谷区仏向町８４５-２ ☎３３６-６０２０ 相鉄線 和田町駅 

 



横浜市特別支援教育総合センター

★ 相鉄線 和田町駅より徒歩１０分程度（坂道を上ります）
★ 相談者は、駐車場を利用することもできます。
★ 横浜市のホームページに上記と同じ写真がアップされています。

外
観

心
理
検
査
室

待
合
室

プ
レ
イ
ル
ー
ム



（２）教育総合相談センター

不登校、友人関係、学習、進路、海外転出入など教育に関する相談や「いじめ」
等に関する悩みの相談を受け付けるとともに臨床心理士や精神科医師等の専門家
による相談も行っています。

教育総合相談センター 

所在地 連絡先 最寄駅 

中区万代町１－６ 

教育文化センター８階 

【教育相談】 ☎ ６７１-３７２６ 

【いじめ 110番（24時間）】 

☎ 0120-671-388 

JR 関内駅 

 



（３）学校生活あんしんダイヤル

いじめや不登校に悩んでいる、でも、学校には相談しにくい…。そんな時
は一人で抱えず、お電話ください。ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー
・社会福祉の専門職）が、どうしたらよいかを一緒に考えます。

2017年5月に開設された学校外相談窓口です。

電 話 ： 624-9081
開  設  日 ： 火 ・ 水 ・ 木 ・ 金曜日

（年末年始等、相談をお休みすることがあります）
開設時間   ： ９時～１７時
対 象 ： 横浜市立の小・中学校、義務教育学校、特別支援学校

に通う児童生徒とその保護者



７．外出支援に関するサービス

（１）横浜市移動支援（ガイドヘルプ）事業

（２）横浜市ガイドボランティア事業

（３）移動情報センター



（１）横浜市移動支援(ガイドヘルプ)事業
サービス名 対 象 者 サービス内容 

移動介護 

①１～２級の身体障害児・者（３肢以上

の機能障害があり、外出時に主に車椅

子を使用する方） 

②知的障害児・者 

③精神障害児・者 

＊必要不可欠な外出 

（日用品の買物、散歩、美理容、銀行等） 

＊社会参加のための外出（余暇活動等） 

通学通所支援 

【※新設】 

① 同 上 

② 同 上 

③ 同 上 

④１～２級の視覚障害児・者 

＊特別支援学校（養護学校）への通学 

※普通校は対象外 

＊日中活動系サービス事業所や作業所等への 

通所 

窓 口 各区の福祉保健センター 

備 考 

移動支援サービスは、「移動介護」と「通学通所支援」の２種類のサービス体系になります。 

両方を利用することも可能です。原則として、利用基準時間は両方を合わせて月に３０時間です。 

中学生未満の方は、保護者が付き添えない場合に限ります。詳細は福祉保健センターへ。 

 

*総合支援法に基づいて横浜市が実施する「地域生活支援事業」に該当します。 

 



（２）横浜市ガイドボランティア事業

内 容 

①一般：通院、役所での手続き、冠婚葬祭など 

②余暇：スポーツ・文化活動（映画館や美術館）・ショッピングなど 【※新設】 

③通所：作業所等への通所 

④通学：特別支援学校等への通学 

    ※1）個別支援級、一般学級も対象。（市立・県立・私立を問わない）  

※2）保護者が付き添えない場合に限る 

⑤集団見守り：特別支援学校（養護学校）の登下校経路での見守り 【※新設】 

対  象 

①１～６級の視覚障害児・者、肢体不自由障害児・者 

②知的障害児・者 

③精神障害児・者 

利用料 無料（ただし、ガイド中の交通費等の実費は、ガイドボランティア分も利用者が負担） 

窓  口  

（市全域） 

＊特別非営利活動法人 横浜移動サービス協議会  ☎２１２-２８６３ 

＊社団法人横浜市身体障害者団体連合会      ☎４７５-２０６０ 

（区） 

＊鶴見区社会福祉協議会             ☎５０４-５０５０ 

＊神奈川区社会福祉協議会            ☎３１１-２６７８ 

 

主に障害者手帳

をお持ちの方。 

（※原則、未就

学児は対象外） 



（３）移動情報センター

外出を支援するサービスや制度についての相談・情報提供を行っています。

名  称 所 在 地 電 話 

でかけＹＯ！神奈川 

（神奈川区移動情報センター） 

神奈川区反町１-８-４ はーと友神奈川１階 

神奈川区社会福祉協議会 
☎３１１-２６７８ 

鶴見区移動情報センター 
鶴見区鶴見中央 4-37-37  リオベルデ鶴声 2階 

鶴見区社会福祉協議会 
☎５０４-５０５０ 

 





８．地域訓練会・親の会

（１）区内にある地域訓練会

（２）横浜市自閉症協会



（１）区内にある地域訓練会
 

訓 練 会 名 内   容 開 催 日 主な開催場所 

鶴 

見 

区 

エンゼルの会 保育部 グループ保育 毎週火・木曜日 
地域活動ホームふれあいの家   

生麦４-５-３７ 
エンゼルの会 就学部 

学校部 
絵画・体操・リトミック 土曜日（月４回） 

ひよこ会 保育部 グループ保育 毎週月・水曜日 もとみや活動ホーム   

元宮２-４-７８ ひよこ会 就学部・学校部 絵画・体操・水泳・和太鼓 水・土曜日（月１回） 

神
奈
川
区 

麦の会 保育部 グループ保育 毎週木曜日 
神奈川区福祉活動ホーム      

立町１６-１ 

麦の会 就学部 

学校部（学童部） 

絵画・工作・リズム 毎週水曜日 たんまち福祉活動ホーム等     

反町１-６-８ 体操・プール・生活実習等 土曜日など 



自閉症に関した勉強会や交流・情報交換、レクレーショ
ン企画を実施している会

所在地：

横浜市中区新港２-２-１

横浜ワールドポーターズ６Ｆ ＮＰＯスクエア内 

ＴＥＬ/ＦＡＸ ６６３-００１９

（電話受付は木曜日１０：３０～１３：３０）

（２）横浜市自閉症協会



９．主な公的機関の一覧

（１）区福祉保健センター

（２）児童相談所

（３）社会福祉協議会

（４）その他



（１）各区福祉保健センター

福祉と保健に関する相談からサービス提供までを行う機関。
各種制度の申請・相談窓口になります。

■子ども家庭支援相談
乳幼児から学童期・思春期まで幅広くお応えします。保健

・教育・福祉の相談員がいっしょに考えます。

名 称 主なサービス窓口 所在地・連絡先 

神奈川福祉保健センター 
高齢・障害支援課、こども家庭支援課

保護課、保険年金課 など 

神奈川区広台太田町３－８   

☎４１１-７１７１ 

鶴見福祉保健センター 
鶴見区鶴見中央３－２０－１  

☎５１０-１８１８ 

 



名 称 担当地区 連絡先 最寄駅 

横浜市中央児童相談所 神奈川区・鶴見区・西区・中区・南区 ☎２６０-６５１０ 地下鉄 坂東橋駅 

 

１８歳未満の児童に関するさまざまな問題について相談に
応じるとともに、専門的な調査・判定・支援を行います。
【相談内容】養護、虐待、非行、障害、不登校、性格や行動
の問題、里親、保健指導に関する相談

（２）児童相談所



名  称 所 在 地 電 話 

横浜市社会福祉協議会 中区桜木町１-１ 横浜市健康福祉総合センター内 ☎２０１-８６２０ 

鶴見区社会福祉協議会 鶴見区鶴見中央 4-37-37  リオベルデ鶴声 2階 ☎５０４-５６１９ 

神奈川区社会福祉協議会 神奈川区反町１-８-４ はーと友神奈川１階 ☎３１１-２０１４ 

 

（３）社会福祉協議会

ボランティア活動や福祉情報の提供など、様々な事業を通じ
て、障害児・者を援助し相談に応じています。



（４）横浜ラポール
プール・ボーリング等のスポーツ施設やおもちゃ図書館・創作工房・
多目的室等の文化関係設備の複合施設。
＊所在地：港北区鳥山町1752（最寄：ＪＲ・地下鉄 新横浜駅）

   TEL：４７５-２０５７

（５）その他（相談窓口等）

■ 神奈川県警察少年相談・保護センター
専門の相談員が少年の非行問題やいじめ、犯罪被害等に関する相談

 を受け、その立ち直りを支援しています。
 TEL：６４１-００４５（まるまるよいこ）

                 ０１２０（４５）７８６７（フリーダイヤル）

   ■ 子どもの人権１１０番
 電話は、最寄りの法務局・地方法務局につながります。相談は法務局

職員又は人権擁護委員がお受けします。

TEL：０１２０-００７-１１０（全国共通・フリーダイヤル）



お問い合わせは、

ソーシャルワーカーまでご連絡ください。

横浜市東部地域療育センター
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